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コストロフ型のすべり速度関数と、不規則な断層面のすべりと破壊開始時間の分布を与えることで広帯域な強

震動予測モデルを提案した。本モデルを用いて、震源近傍の強震動をシミュレートし、加速度波形のランダムさ、
速度波形の長周期パルス波、変位波形の永久変形などの特徴を全て再現できることを確認した。ディレクティビー
効果も確認したが、経験的モデルで言われているような、高振動数で消える周波数依存性は見られなかった。これ
は断層面そのものの空間波数依存性の必要を示唆している。 
 
 
 


